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　従来，わが国におけるイスラム研究の多くがイスラム文化史への傾向をもち，狭義の

イスラム宗教史研究は一部を除いて，未確立の現状である。イスラム宗教史研究を確

立，発展させるためには，4スラムの宗教諸学の各領域の交献テキストの整備，拡充と

ともに，基本文献を璽点的に選出して，それらを厳密に翻訳する作業を開始しなければ

ならない。

　シーア派（その諸派のうち，とくに12イマーーム派）のイスラムを研究する私は，同派神

学（kalam）のすぐれた要約といわれる，11世紀初頭の教理問答書，　AbU‘Abdul猿h

M翼．b．　aレNu‘man　Qummi　gAri2hi　BaghLdadi（通称§haykh　Mufid）（丁銀

413／1022）著，al－Nukat　al－1‘吻44（『信条の諸要点』）をとりあげ，ここに抄訳した。

なお本研究は文部憲科研昭和38年度宗教部門の楓劉研究の一つとして，おこなったもの

である。

　同書は，序につついて，1）神の認識，ならびに神の属盤（1－69聞答），2）神の義

（70－73間答），3）予言者論　（nubuwwa）（74－88問答），4）イマr一ム論　（渤伽α）

（89－103問答），5）復活（ma‘δの（104－107問答）の5部から構成されるが，ここで

は，シーア派儒条をスンニー一派僑条から区別する場合の特色をなす「神の義」，ならびに

「イマーム論」の2部のみを訳出する。同書テキストとして，現代イランにおけるイス

ラム宗派史（al－milal　wa　al－nihal）の研究者，　M・」・Ma塾kUrによるBa幽dad亙，

al－Farq　bain　al－Firaqのくりレシャ語訳，　Ta，蛎盈曜砿α励δ励一e　Z3Z伽（Tabr1z，　H．

Sh．1333）に附された，同氏ペルシャ語訳（PP．1－29）を使用した。同疑によると

（ibid．，　P．1，　n．），原文アラビア語のテキストは，　Ayatu夏飯h　Sayyid　Hibbat　al－Din

塾ahr鵠tani編により，A．　H．1340／1921－22，および1343／1924－25の二度にわたり，

バグダーードで出版きれている。その版に附された編者による注釈侮awa曲1）がMa麺一

1〈itr訳本にそのまま訳されて，附されているところがら，岡版が底本となっていること

は確実である。したがって，以下の訳において「注」としたものは，その編者によるも
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のである。「訳濫」としたのは，私によるものである。

　Ma並k助によると，圃書のペルシャ語訳はそれが初めてでなく，それまでに3訳本

が出版されているということである。1は，Aqa§塁ayk；h⊆迦磁a狙耳usayn　Tabrlzi

（n．d．），2は，　M葦d．　Taqi　Dani隅一P段lh紘（H：・§h　1324＝＝A．　D．1945－46，　TeheraR），

3は，Aqa§夏aykh　M皐d．　Mahd更塾araf　al一一Dln§基u垂£ari（H．塾．1329，　Tehe－

ran）である。　Ma血1磁rはそれらの諸’訳本を参照しながら，　a1－Ba鹸dad1の岡氏訳

と調和するように，新しく訳出したと述べている。

　群書訳に入るまえに，”tスラム宗教史に占める岡書の位置と，その絶壁の盤格につい

て述べておく必要があるQ

　10’閣下以降，12イマーーム派の宗教活動は，それに対して寛容な，あるいはそれを保護

した諸地方王朝との膜1連なしに，発展することができなかったであろうことはすでに指

摘きれているところである。とくにBitye朝（忍一e　Bitye）のA転mad　Mtt‘三zz　aF

Dawle（324／936－356／967）がバグダードに勢力を確立した334／945年からは，すでに

同市内K：ar麺地区を占めたシーア教徒は賊勢確立にきわめて恵まれた瞬期を迎えるこ

ととなった。91）その後，セルジ：、　一一ク朝のTu草臥Begがバグダーードに支配権を確

立して以後政策が変化して，シーア派の活動が蒋び困難におちいる。注2）

　このような変動期の政治史を背景として，とくにBgye朝下のバグダードを中心と

して，シーア派の神学，法学，伝承学の組織化，体系化がみられた。この時期の法学の

基礎づくりは，今1ヨにいたるまで12イマーム派にとって正典とされるハディースの集

録，「四書」の確立に明確にあらわれている。本書の著者塾ay1壷は，その「閣書」

の編者の一一人，§坤y漣AbU　Ja‘far　Ml］d．　b．翠asanτUsi（通称a1一§塁ay麺a正一

T2’ifa）（没年458／1065あるいは460／1068）の師であった点で，塾ay〕血al－Mur£aφ2

とともに，岡崎期の岡派の神学・法要：；運鋤にきわめて大きな役割を果しているとみなけ

ればならない。また本原著者は，ブー一Kエ朝の‘Adud　al－Dawle（338x’949一一372／983）

と結びついていたことも，注団しなければならない点であろう。？M3）

　さて，本書の内容をみるとき，教理の取り挙げ方が，著しく論理鮒で，主知論的

（illte工lectualist）なことが一1ヨ瞭然となろう。　これは岡時代のスンニー・Kスラムと

も共働する神学の一般的傾向を示すものであろう。イスラムの儒条の諸展閥を整理した

A．J．　Wensinck，　M・aslim　Creed（Cambridge　Univ．　Press，1932）は，11世紀，12

世紀のイスラム神学を，r神学的主知主義」　（‘theological　in£ellectuaiism’）とよん

で特徴づけている。注4）それによると，「司時期の信条は初期イスラムの短文形式‘for一
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mulae’でなく，またイスラム教界内部の教派に対して正統派の立場を擁護するための

儒仰箇条集とも異なり，一m般初心者にむけられた教理聞答（‘catechism’）の形式をと

っている点をあきらかにしている。認識の根拠として，1）感覚，2）伝達の系統の明

確な伝承（mutawimutir），3）理性，の三原理を確立して，演繹織こ，神の存在論，羅性

論，世界との関係論，予言者諭，などの教義に適用して，その普遍妥当姓，合理性，必

然性を認弱することがすべてとなっている。そこには神学の万能の感覚が強くみなぎっ

ている。「マホメットはアリストテレスによって光を奮われ，アッラー一はコーランにお

ける神でなく，敬慶な祖先の神でもなく，宗教経験に結びつけられた神でもない。アッ

ラー一はそこでは世界の存在形式から論理的演繹によって導きだされたものである。」注う）

また他宗派に対する攻撃，防禦という‘polemical’な態度が本書においては正i“ieで

ていない点も下獄される。しかしこれらのことは翻狛なる思弁，あるいは論理の貫撤，

を意味するものでなく，4スラムの基本であるイスラム法に決して反することがないよ

うに周到な注意が払われた上，12イマーム派教会の側から思弁，論理の許容される口紐

をつくったものとみなければならない。

　注1）Art。∫Jpi‘a（R。　Strothmalm）E730ツoZo少αθ勲‘of　lsl（vn　（以下E．　L）

　　2）　9．ITiabih．　ullE－Lli　一Sa・faM，　Ta’rikEtl，一e　Aactbiydit　aar　b’a－n　（1十1．　Sh．　1339，　Teheran），　vol．　ii，

　　　　pp．　181ff．

　　3）　Art．　Shi‘a．

　　4）　A．　」．　XVensinck，　p．　248．

　　5）　lbid．，　p．　248．

　以下は，本訳文中にあらわれた主要術語の索引である。数字は閣答番号を示す。

神

　慰寵σμ∫）

（知恵）→恩寵→イマーム

　・・・・…i・　91，　leO，　le2．

　一　（ni‘ma）

　・一・・…　一・　95．

　義（‘a4z）

　一を行うもの（‘4dの

　・・・・・・…　Iln．，　70，　73．

　一の定義

審判の約束（wa‘d　wa　wa‘id）

・・・・・・… @　73．

義務約な御業（z〃4露の

・・・・・・… @　71，　leO．

一一一 ﾌ定義

・・・・・・… @　72．

現象（hawa－dith）を生ぜしめるもの

・・・・・・…　70．

知者（hafeim）

in@4Jr　一
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　　・・・・・・…　　71．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　。・70．

　　コt一・ラン………95，99n．　　　　　　　　　の定義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・・・…　971．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知恵（hilema）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　。。89，　91．

世界

　　終宋　　　　　　　　　　　　　　　イスラム教会（‘um鴛a）（宗教的共三体）

　　・・・・・・…　　97．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・。…　。…　　94，　95n．

実践

　　（神，イマーム，人闘を強糊する）　　イスラム法（鎚α〆）

　　邪悪な（σα腕の　　　　　　　　　　　………93．

　　……71・73・93・　　　　禁LE：命令（nahy　min　munhar）

　　一一の定義　　　　　　　　　　　　．＿．＿．93．

　　・・・・・・…　　72嘩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義務（翻ブ動）
　　義務的命令（α粥γ瀬鋤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一・・…　　93．

予言著●●”’73’102’　　　　　　　〕

　　モーゼ（Mitsa）　　　　　　　　　予欝者と奇鑛

　　・…　一・…　　95ト，　95n・2・　　　　　　　　　　　　　　　t．t．．．．．．97n．2．

　　予言者（1～αs切の無垢　　　　　　　一のハディース（lahabar，　pLα麺施γ）

　　・・・・…　。。92．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　。・95，　97．

　　一の四三者（イマーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一の娘をめとったもの（アリー）
　　。・。一一・・　94，　95／f．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・…　95　ノレ．

　　一の指定遺齋執行人（繊切（イ

　　マーム）　………　95ロ．

イマーム　　　　　　　　　　　　　i
　　＿の齢（n。，b）　　i嚥馴・i，ma）…＿．．92，　93．

　　………89．　　．　　i第＿代。り一櫛）

　　＿の趨　　　　　L…．＿．．94，95二，95。．2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　一一ge．　　　　1一の系統一・一・6．

　　裁判官　　　　　　　　i第三代フサイン（9usain）
　　＿＿＿95二．　　　　i＿＿＿97．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
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　　「信徒の首領」（amir　al－mu，minin）

　　・・・・・・…　　95　ノ、．

　　イスラム法の守護考

　　・・…　一…　　93．

　　地位の紐i承（tawa－tur）

　　・・t一・・97，　97n．1．

　　奇蹟　（pl．　mu‘ゴfgδオ，海αγδ獅δ渉，　Pr．

　　撮y4γα∫≠伽漁の

　　　　　（岩を軟くすること，岩に刻

　　印すること）

　　・・・・…　一・97，　97n．2．

　　　　　（イマP・ムを識別する方法）

　　・…　一・…　　103．

　　メシア（Mahdi）………98．

　　カMム・ル・マカpaム（Qグf蹴

　　α1－Mαφ獅）

　　（盾継者）

　　・・・・・・…　　9Z　98，　101n．

その他

　　アロン（HirUn）

　　・一・・・・…　95，　95n2．

1王撤回初頭の12イマ・・一ム派のイスラム数理闘答

元首（wali，　maz〃読）

・t・一・・… @　95，　95n．1．

一一
@（wali　amr）

・・・・・…
@一　95n．　2．

守護者（祝αルzの

．．．．．．．．．　95．

駅者（γ漉訪伽）

・・・・・・… @　95　ヌ．

イスラム教会（‘umma）の指導者

・・・…
@一・・　94，　95n．

ムハッマッド・ビン・ハサン・アスカリー

（M琢d．b．耳asan　aト‘Askari）

・・・・・… @一　98，　99，　lel．

一一一 ﾌお隠れ（9Lhaiba）………101n．

鶏の莱餐（al－Fayrσz一・伽纒加α）…95，95n．　3．

ハイバルの斗い（K2aybar）

・・・・…
@‘・　95．　n．　4．

　第：二部　（神の）義（‘adl）1こついて

注　抑が義を行うもの（‘ad重1）でなければならない，という観念は，　（4スラムにおいて），

Mu‘tazila派，およびZald派（al－Zaidiya），Ja‘far派（3a‘fariya）などすべてのシt・一一ア

諸派の見解である。后繊スンエー派の大都分も，この兇解をとっている。

70　閥一i現象＠αz厩厩雄）を生1一げしめるもの（神）は，義なるもの（‘44鵡Pr．444gαγ）

　であり，かっ知者（hafeim）であるか否か。

　　答一それは義なるものであり，かつ知者である。

71間一義を行うもの，および知者の定義を述べよ。
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　　答一義を行うものとは，邪悪な（qabih．）ことを行わず，義務的な（wdy’ib）行為

を乱さないようなものである。

72閥一邪悪な行為，および義務的行為の定義を述べよ。

　　答一邪悪な行為とは，それによって行為者が現世で非難を受け，来世で罰にあう

ような行いのことであって，そのような行為をなきないものは，現世，来世によき報

いを獲得する。つぎに義務的行為とは，その行為者が現世では賞められ，来世ではよ

き報いにあうような行いであって，そのような行為をなさないものは，現世で非難き

れ，来世では神罰にあうようなことである。

73　問一義を行うものにして知者である神が，邪悪な行為をなさず，その義務的命令

（amr　wdy’ib）に支障を来さないということはどのようにして証明できるか。

　　隅一それはつぎのように証明できる。注1）

もしそうでないなら，神は欠陥をもつことになる。しかるに神には不完全とか不足は

ありえないことである。さらにもし邪悪な行為が神にかなえられるならば，人閾は虚

言すらいうことができるし，もはや神の（審判の）約束（wa‘d　wa　wa‘id）に安心し

ておられなくなってしまうし，宗教のすべての掟は喪失してしまうことになる。この

ようにして予言者たち，使徒たちを（神が）派遣した意図は破綻してしまう。

注‘Ct　dlについてのその他の浅川として，11ttawj’hibαμMz纏δゐ認の書を見よ。

　　第四部　イマ・一一ム論（t鱗a卿a）

89　問一知恵（hifema）はイマームの任命を必要とし，要請するか否か。

　　答一解り。知恵はイマーム注）の任命（na5b）を要請する。

注　イマームはまたWah，垂alifaともよばれる。

90　聞一イマームの定義はなにか。

　　答一イマームとは，宗教的，ならびに世俗的事柄において予言者の唇継者であり

すべてにわたる指導権（吻グs雄‘翻棚）をもつもののことである。

9i問一4マームが知恵によって必要とされるという根拠を示せ。

　　答一その根拠は神の恩寵にある。さらに神の恩寵σ⑳∫）は知恵によって必要と

される。

92　問一4マームたることは，無垢なもの（　　‘　　剛mas％伽）であることが条件となるか否

か。

　　答一予言者たる条件が無垢であることと同じく，■マームにとっても無垢たるこ

とが条件である。
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訳油　lbn　Bibitye（　：人のうち，子の方）は予言者，ならびにイマームに二次的事柄について

の誤り，羅（sct　hw）を認め，絶対的無謬論は巽端li勺誇張（8加」伽）への第一歩となるとして，そ

れに反対意見を述べた。それに対してMuf｛dは，予言者，ならびにイマームの絶対的無謬を

主張した。（E．LArt．　Slti‘a．）

93　面一イーv・P・ムが無垢なものでなければならないという根拠はなにか。

　　二一その根拠として，いくつかの理曲を挙げることができる。第一は，もしイマ

ーー ?が誤謬を犯すならば，そのイマt一ムを導くため，どうしても他のイマームが必要

となる。きらにそのdマームについて創司じ闘題が生じ，この連鎖が無限に連続する

こととなって，結騰，証明をどこまでも他にもとめつづけなければならないことにな

ってしまうからである。

　第二に，もしイマームが誤謬を犯す乱民，その行為を邪悪なものとみなさなければ

ならないか否かのいずれかである。その行為を邪悪なものとみなさなければならない

とするとき，イマP・ムの三二上の地位は失墜して，それ以上だれもかれに服従しなく

なってしまう。イマ・t一一ム任命の同的がそれに人々を服従させることである以上，それ

ではKl的が失われることになってしまう。またもしその行為を恥ずべきものと回しも

みなくてもよいのであるならば，「不当行為の禁止」　（nahN　min　munhar）の義務

＠切励）は放棄されてしまい，それでは誤った結論となる。

　第三に，イマームはイスラム法（Shar‘）の守護者である。もしイマー・・“ムが無垢で

ないならば，だれもかれにイスラム法の守護を安心して任すことはできなくなる。

94　聞一アッラーの予二者（マホメット）につづくイスラム教会（‘umma）のイマー

ム指導者はだれカ＞Q

　　答一アブP・・タPtリブの子アリP・である。

95　問一・かれを何にもとついてイマPtムと認めるのか。

　　答一神，ならびに予需者から継続的に示された神聖なテクスト（na＄＄）にもとづ

いている。神から降された啓示（コ・・一ラン）はつぎのように述べている。「まことに

汝らの『元着』（wali）はアッラーとその予誉者，ならびに儒直し，礼拝を実践し，ザ

カートを施し，脆拝するものたちである。」（innama　waliy一一kurn　Allah　wa　Ras租

一hu　wa　al－dhina　‘amanU　ai－dhina　yuqlrngna　ai－salSt　wa　yu’tgna　al－zakat

wa　hum　rald‘嚢na．）　（章節：不明）o

注tortcliとは権限をもつもの（muta，ccutrif　b’i－1　’ist’i4i，gdg）を意味する。文頭の「まことにゴ

（il／llaMa）は，主権がつぎの三入に限定されることを明示する。その第一は至蕩の神であり，そ
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の奴隷（着類）を支配する。禦二のものはその予雷者で，全教会　（‘lt’SIZ711（t）の麦配　（ta，qct・rruf

Wtt　wiliyet）の玉高をもち，三のものはイマームであり，自らの帰依者たちの支鋸権をもってい

る。ωμ勿ζ‘はここでは，神と予震者をそれぞれ単数彫であらわし，最脂看を複数であらわして

いる。何故ならば神と予感醤に複数形はありえないのに対して，Kマームは複数であり，各イマ

ームはそれぞれ予言者の后継者であるからである。ハディース（Utaba・r）は，このコーランの節

が，アリーに関して降されたことは確誕している。それはアリーが鉋拝の姿勢のまま，自分の指

輪を乞食に恵み施したときのことをあらわしたものであるという。Ibn塾ahra典霞b，　M鰯吻必

ならびに岡著M勲纏勧脇αZ－Q％〆伽を参照。岡書によると，このコーランの節は，ア9・・一の

元首権とともに，他のイマームたちのイマーム権の灘拠をも明らかにするものである。

訳注　このコーラン解釈は，12イマーム派独1＃のm・一一ラン解釈を示すものとして注闘を要する。

なおコーランに干るwallには元首，支配者の観念が見当らず（cf・E・「・），これはwilgya（cL

E・f，）と混闘した解釈でなかろうか。

　また神はつぎのように語っている。　「本臼，宗教を汝のために完成し，自分の恩寵

（ni‘ma）を汝らのあいだに満たした。」　（輩節不明）。きらにつぎのような神の語があ

る。「予雷者よ，汝の神から汝に降ったものを営々に伝えよ。」岡じくつぎのように

神は語っている。rもしかれら手向うつもりなら，よくきけ。神とガブリエル，なら

びに義しい信徒たちもその守護者（mawla）であるぞ。」また神のつぎのような語を

挙げることができる。「云え。いざ来りてわれらの息子たち，汝らの息子たち，そし

て自分らの妻たち，汝らの妻たち，われら自身，汝ら自身によびかけよう。」　（箪節

不明）。その他（コーランの啓示）醐様である。

　以下は神の予酉者がこの聞題について語ったハデi一一ス（σ麺ぬγ）である。注1）

イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト

「汝は私の（なき）あと，私の后継者である。」

「汝は私の指定遺書執行人（wasi）であり，借財返済者（gδのdaini）である。」

「彼を出丸の首領（amir　al－mu’minin）とみなして従え。」

「汝らのうち最上の裁遡官はアリー一でめる。」　（wa岬4δ一海襯‘Ali．）

「彼から学べ。彼に教えることはない。彼にたずね，従え。」

「私を趣意伽α初のとするものは，だれでもアリーがそのものの元首となる。」

「汝（アリー）は私に対しては，モーゼに対するアmンの如きものである。ま

ことに，私のあと1こは予言者はない。」波2）

　チ　「神よ，すべての人間のうち，もっとも親愛なものを私のまえにつれ来りまし

て，そのものとともにこの鶏をいただくことができますように。」注3）

　リ　「私は学問の都（madinatu’1一‘ilm）で，アリーはその門φ励漉のである。」
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　ヌ　「これら二人（ハサン，フサイン？）は最上の駅者であり，彼らの父はそれ与

二人よりも上手である。」

　ル　「神とその予言者を愛し，剛寺に神と予言者も彼を愛すもの，戦斗に決して敵

に背をむけないもの，その家の兄弟が予雷門とつながり，予言者が自分の娘を与えた

もの，そして予言者が自分のターバンをそのものの頭に結び，自分の酪駝に座らせた

もの（その他その后継者たること，および／マ・・一・ムたることの証拠をもつもの）に私

はこの旗を明日授けることにする。」注4）

注1）　これらハディースの訣解として，Mallisi，翫磁γαZ一肋面γ，およびMlr　Sayyid恥mid

巽熱sain，惚δαの彦al一一・肋ω御を参照。

　2）　この一連のハディースは，アリーが予需煮の教団において，他のものよりも優先すること

を議論の余地なく示している。予言者が教隙こなく，また没したとしても，アリーがムスリムた

ちの元首（wali　amr）であるという謹拠を礎供している。アmンもモーゼに対して同様の位概

にあり，予雷干たるモーゼの賛助者であったではないか。このハディースはアリーに対するアロ

ンの優越を確課する。ただ后者が予言者たる資格をもつことを除外している。

　3）　この伝承は，「tS　一スト・チキン」のハディースとして知られている。この物語について

は，　Yu7taMbi‘α1－！rUTawa‘ldaの書をみよ。同書には，予言者とイマームたちの徳IEの諸伝説が

紀録きれている。

　4）　このハディースを，予言者はハイバルの戦いの捕，アブ・一一・バクルとウマルが逃亡したの

ち，ア1］　一一の威厳を顕彰するために述べた。

96　三一アリーにつづくイマームはだれか。

　　答一その息子ハサン（輩asan），ついでその弟のフサ’イン（Husain），　ついでそ

の慰子アリー（‘A旧称轡　Zαin　al一‘Abidin「敬慶なものの飾り」），ついでその息

子ムハッマッド（M晦ammad．称母Bgqir「学閥に精通したもの」），ついでその

患子ジャウファル　（Ja‘far．称号sadiq「誠実なもの」），ついでその患子ムt’一一サー一

（MUs2．称暑磁多諭「感情を抑制するもの」），ついでこの三子アリー一（称号R64δ

「神をよろこばすもの」），ついでその息：子ムハッマッド　（称号Taai「神を畏れるも

の」），ついでその息子アリー（称号N顔「よごれやきずのないもの」），ついでハサ

ン（称号‘Asleari「軍営のもの」），最後は，未来のメシア　（Mahdi）たるマホメッ

ト家のカーイム・ル・マカーム（Qδ’翻al－Maaa－m）が后継者である（彼および彼ら

すべてのうえに，神よ，S認4獅をたれ給え）。

　注　これらイマームの徳については，徳El（iiza，ndig’ib）の諸書，および懸藷M瓢惣α§曜を参

照。
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97　閥一上に挙げられた各々がイマーームであるという証明をなせ。

　　答一それはつぎのようにして証明される。予言者がそれらKマp・・ムを継続（継承）

的に（tawatur），　自分の后継者として指名なきった。注1）このようにして，予言者

はフサKンについて次のように述べておられる。「このわが子（実際は孫）は，イマ

re一 ?である。これはイマームの子であり，また（飽の）イマ・一一ムの兄弟であり，それ

につづく9入のイマームの父である。その9入儲のものは全イマーームのカー一’ Cム（（1δ’一

im）であって，地上が二二で充つるとき，正義と平等をあまねく行きわたらせる。」

またマホメット家のカーイム（Qa一’im　cal－Mha．）に関して高書者はつぎのように述べ

ておられる。「地上に終末の蒔が目前に迫るとき，神は時閥を延長きせて，引分と記

名（ism）嗣姓（hanya）の，自分の子孫の一入を起ち上らせて，暴逆に充ちたあとの

大地に，平等と正義を行きわたらせる。地上のすべてのものは彼に服従しなければな

らない。」　同様に各イマーームはつぎのイマームを肉分の脂継者として指名したσ彼ら

一神のサラームがその上にあれかし一によって，いくつもの奇蹟注2）（mu‘伽灘，　ka一

γδ伽認，Pr．παッσ7σs如漉1zの　が演じられた。　それらの奇蹟は彼らだけに帰せられる

もので，例えば岩を軟くすること，岩に印を押すこと，その他が挙げられる。

　注1）継承（tatetditur）の註正拠はアリー，ハサン，フサイン，メシアのカーイムについては明

臼である。しかし他のイマームについても継承は群しく調べてみるならば確証できるようになる

であろう。

　2）学者は奇蹟の顕現をもって図画者たることを窯慌し，それに挑戦する予言者のしるしと述

べている。しかし予曝者の庸継者に奇蹟があらわれることは，その顕現が宗教に支持される限り

矛薦が生じない。すでに論述したように，三蹟をあらわすことは，脅配の主張に餐するその演蓄

の雷が正しいことを立護することである。したがってその奇蹟によってイマームたることを主張

するものの言の正しさを推定することに何の不都余があろうか。

98　閥一現在イマームはどなたになっているか。

　　筈一マホメット家のカー・一　Kムであり，米来のメシアであらせられるムハッマッド

・ビン・ハサン・アスカリPtである（その上にサラーeムあれかし）。

gg　閥一その御方は現存しておられるかそれとも未来に出現されるか。

　　答一その御方はその父慰ハサン・ビン・アスカリーの御世からずっと存在してお

られる。tU）しかし姿を隠されて生きておられる。それは神の命によって起ち上り，

二面をとって外部にあらわれ，圧制に充ちた地上に平等と正義を行きわたらせる目的

があるためである。

　注　多くのものはイマーーム派について，マハディー一死賑11世紀庸なおイマームが生存している
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と考えている点を批判する。それに対してつぎのように答えることができる。科学，ならびにコ

ーランは人間の瀞命を数百爺まで可能と認めている。コーランに曰く。　ノアの寿命は950年に達

した，と。ここにこの問題に関する科学の鯉の証書を，一医師の証言をもとに引証する（カイロ

珪叛Majα　lla　c，1一一Mugattaf，　v◎L　5，　p。239所収）。

　それによると，「十分僑頼すべき科学者が云うには動物の肉体の組織は無限に生存可能である。

人閥が数千塗1三にわたり生存し，その生命を断つ原困となる諸事故が生じないというようなことは

可能である。これはたんなる推測でなく，実験からえられた結論である。」また詞誌24頁に，「最

近の諸異験によれば，人閣は隼老いて，80，100才に逮したから死ぬのではない。人聞の死は人

体の一部に危険を与えて死に到らしめる諸事故による。人体各部は梱互に閣黙しているためその

一階の破滅，死滅は他の部分の死滅の原因となる。これら諸旧故をとり除けるように科学が進歩

すれば，人間の蛋命が延長して数百年生存することは可能となる。」

100間一その御方が現存するという灘明はどのようになされるか。

　　答一それはつぎのように証明できる。およそいつの磐代にも9マーームがおられな

ければならない。さもなければ，世には4マームが不在のままとなる。このようなこ

とは，その存在霞身神の恩龍伽げ）であり，しかも至高の神にとって恩寵がいつの

世にもその御門を義務づけるものであるという原則に反することになる。

10i聞一その御方は何の理由でお隠れになったのか。

　　答一敵多く，味方がすくないためである。そのお隠れば神の御都合からでたもの

であろう。

　注彼は二度隠れた。一度目は短期のもの（8haibat恥ghra）で，約70隼問であった。その

理由は敵多く，味方がすくなかったことによるのであろう。　　　LJE目は長欄（gha玉bat　kubra）

で，神のみその秘密を知っている。神はカイムが指定の時以外に登場する許可を与えない。各宗

教（‘ttln7na）にはそれぞれ秘密があるもので，このことはマホメット家の秘密（asrar）の一つで

ある。

102聞一上述のようにイマームの存在は恩寵であり，恩寵が神の御業を義務づけてい

ると説くが，それならばイマ…ムが隠れている場合には，至高の神が義務的行為（amr

磁鋤）の遂行に欠陥（α勧研）を生ずることになる。神はこのような行為を超越し，

偉大であるか。

　　答一イマ・一・・ムについて恩寵が神の御業を義務づけるという惹味は，つぎのような

ことである。神はイマームを任命し，宗教的義務を履行しうる成人（muhαllaf）をも

ってイマーームとした。これを果されたのは至高の神である。かくして神はその義務的

行為に欠陥を来されなかった。彼らのいう神の業の欠陥とは，神の臣民（ra‘iyat）の
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翻からでたものである。人々は神に従い，イマーームの積極的命令（amr）と禁焦（nahy）

に服従し，神をもって，それ自身恣意的なものとみなすことこそ人々の義務である。

人々がこのようにしないならば，はては神の義務的な御業に欠陥を爆ぜしめ，自らの

手でi死滅を招くことになる。

103問一イマームが御姿をあらわし，隠れた場所から外部にあらわれるとき，その御

方を識別する方法はなにか。

答一イマームを識別する方法は，イマームの手であきらかにされる奇蹟によって

である。

（導者“は火阪運気照語大学助教授）

（p。30“甦報”のつづき）

9臼京都発ワシントンのアジア研究会議に臨席4廻9｝三隔圃された。　○織照武雄氏（京大文学部

教授・本会醐会長）ほか諸氏の「西アジア」　（誠文党毅光社：撤界地礫風俗大系12）は2∫郵5；三1発

行。　○藪内清氏（螢火人文科研纂訳）の「中国宵代の科学」は2月15馨1発行（野芝断書）。

○岩本裕氏（京火文学部講緬）の「仏教説話」（筑摩黒房グリーンベルト・シリーーズ），「仏数入門」

（申公新書），「法華経」中巻（岩波文運）は夫々2月151／：i，属25臼，3廻161三｛発行a　　O川誓霞

二郎氏，梅樟忠夫氏は夫々3月2蝦，闘241三｛帰国された（本誌前弩参照）。　○二部正明氏（京大

文学部助教授）はハーヴr一ド大学に研兜沼，欧州インドの諸大学歴訪の上3月271三嚇縫されたe

O田村実造氏（京大文学部教｛受）編「dプン・ハルドゥーンの『歴史穫謝上巻」　（アジア経済調

査研究双書第107集）は3月30隔発行。詞数授の序のほか，イブン・ハルドゥーンの生涯（羽［ヨ三i明

氏），「歴史序説」の内容紹介（田村実造氏），「歴炎騎説」研究の1紅1顧と展望（羽繊朋氏）が付せ

られ，翻訳は藤本勝次助教授と清水丁丁が担当，1王｛村・羽1礫題教授が訳文（pp・47－572）の校闘に

当たられたもの。　○村囲藪之亮氏（阪大文学部教捜）は3月末停年三宮きれた。　○慈地利明氏

は名大文学部地理学助手に新任された（4月1i三D。　○井本英一氏（広火文学部講師）は大阪外

麟語大学助教授に，宵賀勝郎茂も闘外大講緬に夫如1騒・新任された（4月11三D。　○足利惇氏玩

（京大文学部長・岡教展，本会会喪ほか）は3月末文学部長を任期満了され，つづいて京大漿爾ア

ジア研兜センター管理婁貫長，京大アメリカ研究センター網委嬉涙をも辞任された。5月9断緬3
才を迎えられた醐教授の烈日事業会も近く姶動の態勢にある。　○井上智勇氏（京大文学部教授）

は4月11ヨ京大文学部長に就任，飼10日には京大アメリカ研究センター認蚕緻長に葦螂壬きれた。

○百中四郎氏（大阪外大助教慢）の「アラピアー漁期マタイ山隠：翠」は4月10｝1謬§行（大販外大マナー

ラ会）。岡氏には更にアラビア語関係の労作が進行中。　○羽繊明氏（京大教擾・本誌編集畏）は

パリ大学都市の臼木翼々幾として4月23【；三i羽E日発赴任された。任期2年の閲，岡代から溝代衝嬬へ

かけての申央アジア史の諸閥題をも研究調査される。　○杉勇略は4月2引｝藷羽alilこ帰着された（本

誌蔚居参照）。　○岸本通夫氏（大阪市火助数回）5月10門羽田発，トルコ，J6’　・一ストリア，チェ

コ，ドイツ，ベルギー，仏，英，スペイン，イタリア諸手の各大学及び研究所を歴訪，仏語学，ロ

マン語学及び言語学の研究，滋びに圓教授法調査の上7月28［三1帰駿iされる予定。　Ol藤長氏（東

大文学部助教授）の「フウラン・テプテル」　（霜藥正就民と共訳）は5月20配【発行（法蔵館）。

○吉田光邦氏（春日人文科研助教授・木誌編集部員）は京大東菌アジア研究センターから派遣され

て6月！E溌，東南アジア諸麗族の物質文化の研究調査のためタイ及びマレ・…シア連邦に赴き6

月末帰園きれる予定。　○棚瀬嚢爾属（京大文学部勤数授）は岡上研究センター一から派遣されて6

月1｝三溌，東南アジア，主としてマレ・・一シア人社会の文化人類学的研究調査のためマレ・一・シァ連邦

を空とし，その他タイ，インドネシア，フィリピンをも歴訪後10月1購帰園きれる予定。
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